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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

今月の表紙
泥んこでもち米を田植え

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、

安
全
な
場
所
に
早
め
に
避
難
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
逃
げ
る

が
勝
ち
」
で
す
。
す
ぐ
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
場
所
の
確
認

　

避
難
場
所
は
家
族
で
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
避
難
経
路
の
確
認

　

避
難
経
路
に
危
険
な
と
こ
ろ

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　

飲
食
料
１
日
分
、
医
薬
品
、

防
災
―
も
う
じ
き
梅
雨
☂

備
え
は
万
全
で
す
か
？

市内の３つの保育園園児約50人が
5月21日、深川の田んぼで田植えを
体験。泥んこになるのも気にせず
楽しそう。芦北地方青年農業者ク
ラブ連絡協議会が、食べ物を作る
職業をもっと知ってほしいと、「食
育」と「職育」をか

・ ・ ・

けて企画した。

土石流

崖崩れ

地滑り

川の上流が崩れた土砂でせき止められるなどして溜
まった水が、やがて耐えきれずに岩や倒木などとと
もに一気に崩れて流れ落ちる。速度が非常に速く、
破壊力が大きい。逃げる際は、流れる方向と直角
に逃げ、なるべく高い所に避難する。

【前兆】
●上流で雨が降っているのに川の水が減る
●水が濁り流木などが増える
●山鳴りがする

地盤の弱い緩やかな傾斜地で、大雨による地下水
の増加などが原因で地盤がゆるくなり、ずり落ちる
ように崩れ落ちる。一度に広い範囲で起きるので
被害が大きい。

【前兆】
●地面にひび割れなどが生じる
●斜面から水が出てくる
●井戸や沢の水が濁る

急な傾斜地や崖地に大雨などで水が
しみ込み、崩れやすく危険な状態に
なる。突然崩れるので、逃げ遅れて巻
き込まれる危険が大きい。崖の高さの
２倍の距離まで崩れることがある。

【前兆】
●崖から石などが落ちてくる
●崖にひび割れが生じる
●斜面からの水が濁る

①
危
険
箇
所
を
知
る

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
分

の
家
や
職
場
な
ど
は
危
険
区
域

に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

日
頃
か
ら
、
家
の
近
く
の
危

険
区
域
を
確
認
し
て
お
き
、
安

全
に
避
難
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
、
家
族
み
ん
な
で
考

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
水
俣
市
災
害
避
難
地
図

　
　

（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

　

市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
３

階
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
防
災
情

報
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

②
気
象
・
防
災
情
報
を
知
る

　

大
雨
や
台
風
な
ど
の
危
険
を

事
前
に
知
る
た
め
、
で
き
る
限

り
の
情
報
が
入
る
よ
う
に
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
基
本
的
な
情
報
》

●
テ
レ
ビ　
　

●
ラ
ジ
オ

●
防
災
行
政
無
線

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
》

●
熊
本
県
統
合
型
防
災
情
報
提

供
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.bousai.pref.

kum
am
oto.jp/

《
携
帯
電
話
か
ら
の
情
報
》

●
熊
本
県
統
合
型
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
モ
バ
イ
ル

h
ttp
://w

w
w
.m
o
b
ile
.

bousai.pref.kum
am
oto.

jp/im
enu.shtm

l

●
熊
本
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
（
要
登
録
）

①
「en

try@
an
sh
in
.pref.

kum
am
oto.jp

」

の
ア
ド
レ
ス
か
、

下
の
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
、

メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

②
送
信
後
メ
ー
ル
が
折
り
返
し

届
き
ま
す
。
届
い
た
メ
ー
ル
の

U
RL

に
接
続
。

③
取
得
し
た
い
情
報
を
設
定
し
、

登
録
。

　

登
録
後
は
、
受
信
設
定
し
た

情
報
が
携
帯
電
話
に
届
き
ま
す
。

●
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
・
ａ
ｕ
（
登
録
不
要
）

　

携
帯
電
話
の
設
定
が
必
要
な

機
種
が
あ
り
ま
す
。
古
い
機
種

は
受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管

理
室
☎
６
１
・
１
６
０
４

情
報
を
知
る

防
災
用
品
な
ど
。
リ
ュ
ッ
ク
に

ま
と
め
て
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
玄
関
先
な
ど
に
お
い
て
お
く
。

　

自
主
避
難
の
場
合
や
避
難
勧

告
発
表
か
ら
12
時
間
以
内
は
食

事
な
ど
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
季
節
で
す
。

災
害
に
備
え
て
、

い
ざ
と
い
う
時

は
、
慌
て
ず
、

冷
静
な
判
断
で
、

早
目
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。　

土
砂
災
害

洪
水危険が迫っていることを知らせる重

要な情報として、次のキーワードを
覚えておきましょう。

◆避難勧告・避難指示
　災害発生の危険性があることを住
民に伝え、避難を促すために市が発
表。避難勧告発表後、さらに危険が
高まった場合は避難指示を発表し、
さらなる避難を促す。

◆土砂災害警戒情報
　土砂災害発生の危険を知るための
情報。大雨による土砂災害が発生す
る危険度が高まった時に、県、気象
台が共同で発表する。

◆避難判断水位・氾
はんらん

濫危険水位
　洪水発生の危険を知るための情報
で水害の発生を特に警戒する必要が
ある水位。避難判断水位は避難など
の目安となる水位。さらに水位が上
昇すると、氾濫する恐れがある氾濫
危険水位に達する。これらの情報は
水防警報などと併せ、県が発表する。

◆大雨特別警報（土砂災害・浸水害）
　土砂災害・浸水被害発生の危険が非
常に高いことを知るための情報。気象
台が発表する。特別警報を見聞きした
ら、直ちに命を守る行動をとる。

キーワードを知る 避難するのが危険な
ときは、無理して動か
ずに、高い場所で救助
を待ちましょう。

はぐれないように、お互いの
体をロープで結びましょう。
長靴やサンダルは水中で脱
げるなど、歩きにくいです。

50㎝前後の水深なら歩いて避難することもできますが、溝やフ
タの外れたマンホールなどがないか、棒をつえにして、足下を
探りながら、用心して避難しましょう。

避難の車で道が混むと、救急車など緊急車
両の通行の妨げとなります。道路や堤防な
どに車を放置しないで
ください。

50㎝前後の水深でも、流
れが速いと、立って
いることも
困難で危険
です。

0～0.5ｍの浸水
床下・床上浸水。
低い土地や半地
下の部屋は要注
意。

0.5～２ｍの浸水
床上浸水。歩行
での避難は危険。
家屋一階はほと
んど浸水します。

２ｍ以上の浸水
二階床上まで浸
水し、流れが強
いと木造家屋は
崩壊の危険あり。
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水俣市消防点検
フォトリポート

　　月 20日、雨天のため市立総合体育館
　　で開催した水俣市消防点検。地域の消
防団員など約 500 人が参加しました。
　点検者の西田市長は、「平成 15 年の土
石流災害の教訓を忘れず、防災対策に努め
ていかなければなりません」と告辞を述べ、
併せて日頃の消防団活動への感謝を伝えま
した。その後、市長が消防団員の服装など
に不備がないか検査する人員点検、市消防
団音楽隊のドリル演奏、各部団員 24人に
よる展示訓練（通常点検・小隊訓練）が披
露されました。
　開田清喜団長は、「住民の安心安全を守
るため、全力を尽くす」と答辞しました。

４

１_開田清喜団長の答辞　２_点検者・西田市長による人員点検　３_【消防庁長官表彰＝１号報償・２号
報償】を代表して受け取る渕上学・元第１分団分団長　４_【熊本県知事表彰＝永年勤続功労章】を代表
して受け取る佐々木嘉雄・第３分団副分団長　５_展示訓練　６_【日本消防協会長表彰＝功績章・精績
章・勤続章】を代表して受け取る吉海一覚・副団長　７_【熊本県消防協会長表彰＝功績章・勤績章】を
代表して受け取る戸次治夫・第５分団分団長　８_【団長表彰＝感謝状・永年勤続表彰・音楽隊永年勤続
表彰】を代表して受け取る中村哲朗・第３分団第19部団員　９_【団長表彰＝５年間無火災表彰・優良部
長・優良団員表彰】を代表して受け取る永野治・第５分団第15部部長　10_音楽隊ドリル演奏

１

２ ３

４ ５

６ ７ ８

10

津波防災訓練フォトリポート

9

　
　

月
16
日
午
前
９
時
、
高
さ
２
ｍ
の
津
波
を
想

　
　

定
し
た
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
住

民
や
市
、
消
防
団
、
消
防
・
警
察
署
、
自
治
会
な

ど
が
参
加
し
て
、
津
波
か
ら
の
迅
速
な
避
難
と
関

係
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
、
相
互
の
連
携

を
図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
不
知
火
海
（
日
奈
久
断
層
帯
）
で
起

き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
強
い
地
震
で
市

内
で
は
震
度
６
強
の
揺
れ
、
高
さ
２
ｍ
の
津
波
が

発
生
し
、
沿
岸
部
へ
の
第
１
波
が
約
10
分
〜
15
分

後
に
到
達
す
る
と
想
定
。
１
・
２
・
４
・
５
・
８
・
17

〜
20
区
で
は
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
や
携
帯

電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
を
得
た
住

民
が
避
難
所
に
避
難
。
自
主
防
災
組
織
や
自
治
協

力
員
と
避
難
所
開
設
・
受
付
を
行
い
ま
し
た
。
17

区
の
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
み
な
ま
た
入
り
口
で
は

救
出
救
助
訓
練
も
あ
り
、
救
護
者
に
優
先
順
位
を

つ
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
け
が
人
を
住
民

と
関
係
機
関
が
協
力
し
て
搬
送
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
被
害
情
報
の
収
集
や
物
資
の
受
け

入
れ
、
婦
人
会
館
で
は
カ
レ
ー
の
炊
き
出
し
、
も

や
い
館
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
一
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
土
の
う
作
り
な
ど
の
活

動
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
も
や
い
館
で
災
害
伝
承
10
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
講
演
会
を
開
催
。
東
日
本
大
震
災
の
現

場
で
消
防
署
員
の
職
歴
を
生
か
し
活
動
し
た
佐
藤

敬
一
さ
ん
（
岩
手
県
山
田
町
）
が
、「
い
の
ち
皆

生
き
る
べ
し
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、
訓
練
に
参
加
し
た
自
治
会
や

防
災
関
係
機
関
で
検
証
会
を
行
い
ま
し
た
。

検
証
会
で
の
意
見
や
要
望
、
課
題
を
も
と
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
防
災
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

３

問い合わせ
防災危機管理室
☎61-1604

１_避難者の受け付け（袋）　２_救出救助訓練（袋）　３_救出
救助訓練（茂道沖）　４_婦人会館での炊き出し訓練　５_避難所
に集まる住民の皆さん（丸島町）　６_消防本部の現場指揮本部
（袋）　７_医療センターのD-MAT出動（袋）　８_災害ボラン
ティアセンターの土のう作り（一小グラウンド）　９_災害ボランテ
ィアセンター設置訓練（もやい館）　10_講演した佐藤敬一さん

１

2 3 4

5 6

7 8

9

10
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まちのわだい

まちのわだい
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水
俣
病
公
式
確
認
か
ら
58
年
目

の
５
月
１
日
、
市
や
患
者
団
体
な

ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
は
エ

コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地
慰
霊
碑

前
で
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
を
行

い
ま
し
た
。
患
者
や
遺
族
、
市
民

ら
約
７
５
０
人
が
参
列
し
、
犠
牲

者
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

西
田
市
長
は
「
水
俣
の
希
望
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
水
俣

病
と
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
水
俣

に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
い
え
る

地
域
を
つ
く
り
た
い
。
も
や
い
の

心
で
対
話
を
続
け
、
住
民
協
働
で

明
る
く
希
望
あ
る
将
来
を
目
指
し

公式確認から 58年、全ての犠牲者へ祈りを捧げ、環境再生・創造を誓う
平成 26年度 水俣病犠牲者慰霊式

5/1

正しく理解し、地域で支えよう！
第５回水俣市認知症地域支援フォーラム

3/21

いろんな言葉と文化　世界は広いね
水俣国際交流フェスティバル

3/22
市と県の連携でさらに税の徴収率 up

市税徴収の併任辞令交付
4/10

▲イドリアからの訪問団とスロベニア駐日大使（中央）

　

市
は
３
月
21
日
、
も
や
い
館

で
「
第
５
回
認
知
症
地
域
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
「
認
知
症
の
治
療
と

地
域
と
の
連
携
」
や
、
認
知
症
予

防
教
室
の
体
験
な
ど
、
約
１
４
０

人
の
参
加
者
が
認
知
症
と
地
域
支

援
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
本
市

で
は
、
認
知
症
が
要
介
護
認
定
に

至
る
原
因
疾
患
の
上
位
に
あ
り
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

の
中
に
も
認
知
症
の
人
が
多
数
い

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
必
要
性
な
ど
正
し
い

理
解
の
促
進
に
さ
ら
に
努
め
ま
す
。

　

水
俣
国
際
交
流
協
会
は
３
月
22

日
、
も
や
い
館
で
水
俣
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
、ロ
シ
ア
、

韓
国
、
メ
キ
シ
コ
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
外
国
人
と
交
流
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

葛
渡
小
児
童
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
英

語
劇
や
生
け
花
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

太
鼓
演
奏
、
国
際
交
流
員
エ
リ
ッ

ク
の
黒
田
節
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
は
、
楽
し
み
な
が
ら
世
界

の
人
々
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

市
と
県
は
、
相
互
に
連
携
・
協

力
し
て
税
収
向
上
を
目
指
す
た

め
、
県
の
税
務
職
員
を
市
町
村
に

派
遣
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
県
の
税
務
職
員
を

市
の
税
務
職
員
と
し
て
任
用
（
併

任
職
員
）
し
、
必
要
に
応
じ
て
市

で
勤
務
し
ま
す
。
４
月
10
日
、
市

役
所
で
併
任
職
員
と
な
る
９
人

に
、
西
田
市
長
が
市
税
徴
収
の
併

任
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
、
市
職
員
の

滞
納
整
理
の
技
術
向
上
や
、
人
員

不
足
の
解
消
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

患
者
遺
族
代
表
の
川
本
愛
一
郎

さ
ん
は
祈
り
の
言
葉
で
、
父
親

の
故
川
本
輝
夫
さ
ん
の
闘
い
に
触

れ
、「
こ
れ
か
ら
も
被
害
者
は
、

長
い
闘
い
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
問

い
か
け
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
福
島
遼
太
郎
さ
ん

（
水
二
中
）
は
、「
き
れ
い
な
海
、

豊
か
な
自
然
が
あ
る
美
し
い
故
郷

水
俣
が
大
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
僕

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を

す
べ
き
な
の
か
を
考
え
、
行
動
に

移
し
て
い
く
」
と
誓
い
ま
し
た
。

１_福島遼太郎さん（水二中３年）が祈りの言葉
２_患者遺族代表の川本愛一郎さん　３_石原伸晃
環境大臣　４_献花する水俣高校生徒

１

２

３
４

水俣に初めて盲導犬が来ました。お仕事中は、温かく見守ってくださいね。
（公財）九州盲導犬協会　盲導犬貸与式

3/25

１_盲導犬とともに歩く脇坂さ
ん　２_医療センターでも職員
研修（5/14）　３_ 共同訓練修
了証を受け取った脇坂さん

１

２

３

　

九
州
盲
導
犬
協
会
が
３
月
25

日
、
も
や
い
館
で
盲
導
犬
貸
与
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

盲
導
犬
は
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ

ト
リ
ー
バ
ー
の
メ
ス
２
歳
で
、
全

盲
の
脇
坂
さ
み
よ
さ
ん
（
月
浦
）

が
貸
与
を
受
け
ま
し
た
。
脇
坂
さ

ん
は
福
岡
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
盲

導
犬
と
の
共
同
訓
練
を
修
了
後
、

自
宅
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

盲
導
犬
は
視
覚
障
が
い
者
の
目

と
な
り
、
道
や
施
設
内
を
安
全
に

歩
け
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
た
犬
で

す
。
公
共
の
乗
り
物
や
施
設
へ
の

同
伴
が「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」

で
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ネ
ス
（
胴
輪
）
を
付
け
て
い
る
と

き
の
盲
導
犬
は
「
お
仕
事
中
」
で

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
さ
わ
っ
た
り
、
話
し
か
け
た
り
、

じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、
盲
導
犬
の

気
を
引
く
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

●
食
べ
物
や
水
を
与
え
な
い
。
食

事
の
時
間
が
決
ま
っ
て
い
て
、
使

用
者
が
与
え
ま
す
。
排
泄
や
健
康

の
管
理
も
使
用
者
が
行
い
ま
す
。

●
使
用
者
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
お
困
り
で
す
か
」
と
、
直
接
使
用

者
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

水俣病の経験と教訓を世界に発信
スロベニア・イドリア市から高校生が来水

3/18

　

か
つ
て
世
界
有
数
の
水
銀
鉱
山

が
あ
っ
た
イ
ド
リ
ア
市
か
ら
高
校

生
５
人
を
含
む
７
人
の
訪
問
団
が

水
俣
市
を
訪
れ
、
３
月
18
日
か
ら
４

日
間
、
水
俣
病
資
料
館
や
水
俣
高

校
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
昨
年
９

月
に
は
、
水
高
生
が
イ
ド
リ
ア
市
を

訪
問
し
て
い
て
、
今
回
の
来
水
で
再

会
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ゾ

ル
コ
駐
日
大
使
も
同
席
し
、「
両
市

に
は
、
水
銀
被
害
の
歴
史
が
あ
る

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
今
後
も
友
好
的
な
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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第
26
回
熊
本
景
観
賞
「
緑
と
水

の
景
観
賞
」
を
22
区
自
治
会
と
水

俣
市
が
受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
に

再
整
備
が
完
了
し
た
湯
の
児
地
区

の
４
つ
の
公
園
を
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
て
清
掃
管
理
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

22
区
自
治
会
の
前
田
一
碩
会
長

は
、「
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
、

住
民
の
協
力
で
で
き
て
い
る
。
湯

の
児
の
活
性
化
の
た
め
、
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
市
は
、過
去
５
カ
所
受
賞
。

地
域
の
自
治
会
と
同
時
に
受
賞
し

た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

熊本景観賞・緑と水の景観賞受賞
「湯の児地区公園」22区自治会

４/7

　

水
俣
市
飲
食
業
同
業
組
合
は
４

月
15
日
、
地
元
生
産
者
と
つ
な
が

り
を
深
め
る
「
水
俣
食
の
交
流
会
」

を
濱
八
幡
宮
参
集
殿
で
開
き
ま
し

た
。
水
俣
・
芦
北
地
域
の
新
鮮
で

安
全
な
農
水
産
物
を
料
理
に
使
い

た
い
と
、
飲
食
業
組
合
が
生
産
者

に
呼
び
か
け
、
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。有
村
次
男
組
合
長
は「
こ

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
地
域
を
盛

り
上
げ
、
地
産
地
消
を
進
め
ま

し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
料
理
と

農
水
産
物
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

生産者と飲食店でつながろう
第 1回 水俣食の交流会

４/15

地域の防災力、オール水俣で底上げ
自主防災組織連絡協議会設立総会

４/24
「水銀に関する水俣条約」採択に祝意
在福岡米国領事館首席領事が表敬訪問

４/28

寒川の水で、そうめんいかが？
寒川水源亭川開き

４/29
小さくエコな乗り物が水俣を走る

小型モビリティ試験走行中
5/2

▲西田市長に報告に訪れた前田一碩 22区自治会長（右）

　

水
俣
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
が
４
月
24
日
、
あ
ら
せ
会
館

で
設
立
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
各
自
治
会
・
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
連
合
体
で
組

織
、
各
組
織
の
連
携
や
親
睦
を
図

り
、
総
合
的
な
防
災
対
策
を
推
進

す
る
と
し
て
い
ま
す
。総
会
で
は
、

会
長
に
坂
本
常
人
さ
ん
（
17
区
自

主
防
災
組
織
）を
選
出
、６
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
推
薦
さ
れ
た
代
表
者
が
役

員
の
職
に
就
き
ま
し
た
。本
会
は
、

平
成
25
年
に
設
立
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
協
議
、
自
治
会
長
会

で
の
承
認
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

在
福
岡
ア
メ
リ
カ
領
事
館
の

ユ
ー
リ
ー
・
Ｒ
・
フ
ェ
ッ
ジ
キ
フ

首
席
領
事
が
４
月
28
日
、
西
田
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

首
席
領
事
は
、
ア
メ
リ
カ
国
務

省
入
省
以
前
、
大
分
市
で
国
際
交

流
員
と
し
て
２
年
勤
務
。
そ
の
後

外
交
官
と
し
て
イ
ラ
ク
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
な
ど
に
赴
任

し
た
経
歴
を
持
ち
ま
す
。

　

首
席
領
事
は
懇
談
で
、
昨
年
の

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
外
交
会

議
で
水
俣
条
約
と
最
終
議
定
書
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
祝
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

久
木
野
寒
川
地
区
の
寒
川
水
源

亭
で
４
月
29
日
、
川
開
き
が
行
わ

れ
、
今
年
も
そ
う
め
ん
流
し
の
営

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
寒
川
地
区

婦
人
会
が
運
営
し
て
今
年
で
53
年

目
。
当
日
、
市
外
か
ら
訪
れ
た
親

子
も
、
さ
っ
そ
く
そ
う
め
ん
流
し

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

芦
北
産
の
焼
き
エ
ビ
か
ら
と
る

だ
し
が
自
慢
の
つ
ゆ
は
、
や
わ
ら

か
な
甘
み
が
特
徴
。
マ
ス
や
ヤ
マ

メ
の
塩
焼
き
、
棚
田
米
の
お
に
ぎ

り
も
人
気
で
す
。
入
店
は
10
時
〜

18
時
、
９
月
中
旬
ま
で
営
業
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
６
９
・
０
７
７
６

　

県
と
ホ
ン
ダ
が
共
同
で
取
り
組

む
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
Ｍ
Ｃ
―
β

（
エ
ム
シ
ー
ベ
ー
タ
）」
の
社
会
実

験
用
車
両
２
台
が
、
県
か
ら
水
俣

市
役
所
に
貸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
さ
は
軽
自
動
車
の
半
分
ほ

ど
で
窓
は
な
く
、
前
と
後
ろ
に
２

人
乗
り
。
市
役
所
玄
関
横
の
太
陽

光
ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た
電

気
な
ど
で
充
電
し
、
満
充
電
で
の

走
行
距
離
は
約
80
キ
ロ
で
す
。

　

５
月
２
日
、
市
職
員
に
基
本
操

作
な
ど
の
講
習
が
行
わ
れ
、
６
月

末
ま
で
市
の
公
用
車
と
し
て
市
内

の
道
路
を
試
験
走
行
し
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
で
５

月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
、
ロ
ー
ズ

フ
ェ
ス
タ
・
春
が
開
催
さ
れ
、
期

間
中
、
市
内
外
か
ら
約
４
万
８
千

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

週
末
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

髙
﨑
裕
士
さ
ん
や
ビ
エ
ン
ト
、
地

元
演
奏
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
地
元

フ
ラ
教
室
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

ス
ケ
ッ
チ
大
会
、
ス
ウ
ィ
ー
ツ
カ

フ
ェ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、
バ
ラ
の
香
り
を

楽
し
ん
だ
り
、
記
念
写
真
に
納

ま
っ
た
り
と
春
バ
ラ
を
存
分
に
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

750 種 6500 株のバラが、かれんに咲き誇った
水俣ローズフェスタ・春

5/3～
5/18

　
１_津軽三味線奏者の髙﨑裕士コンサート
２_初めて開催したフラダンスショーも人
気　３_スウィーツカフェ　４_バラの香り
を楽しむ人　5_ 満開のバラ園で記念写真

１

２

３

５

４
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　　月８日、薄原地区で皇室行事の新嘗祭
　　に奉献する米と粟

あわ

の「清祓祭・播種祭」
が行われました。献穀者に選ばれた同地区
の淵上弥生さん・由美子さんをはじめ約
30人が出席し、献穀田でお清めの神事「斎
田清祓の儀」や「鍬入れの儀」、種をまく「播
種の儀」が執り行われました。
新嘗祭は毎年 11 月 23 日、天皇陛下が新
穀を神々に供え、ご自身も食される収穫と
感謝の祭りであり、各都道府県の農家から
奉献されます。平成 26年度で 122回を数
える歴史的・伝統的な行事で、献穀の品は
精米１升、精粟

あわ

５合です。
この事業は五穀豊穣を祈り、収穫に感謝す
る祭りであるほか、民族芸能・文化財の保
護育成や農業の大切さなどを広く認識して
もらう役割を果たしています。水俣市では、
平成６年度に越小場地区で実施して以来
20年ぶり（２回目）の記念すべき事業です。

◆熊本県代表　淵上弥生さん・由美子さん
　　　　　　　　　　　　　　　　（薄原）
熊本県の代表として献穀者に選定された淵
上さんご夫婦は「責任を感じる。地域住民
と協力しながら、立派な米と粟

あわ

を育てたい」
と話していました。

５

１_種をまく「播種の儀」　２_「斎田清祓の儀」で献穀田をお祓い　３_「鍬入れの儀」
４_献穀者の淵上弥生さん・由美子さんご夫婦　５_水俣市献穀事業推進協議会会長・西田市長
（中央）と淵上さんご夫婦　6_献穀田

１

6

新
に い

嘗
な め

祭
さ い

ー平成26年度水俣市献穀事業ー

清
き よ

祓
はらい

祭
さ い

・播
は

種
し ゅ

祭
さ い

5 4

3 2

フォトリポート

献穀事業　これからの主要行事

■   ６月   ７日㈯　御
おた う え さ い

田植祭　献穀田
■１０月   ４日㈯　抜

ぬきほさい

穂祭　　献穀田
■１０月１４日㈫　奉

ほうこくさい

告祭　　水俣諏訪神社

■問い合わせ　農林水産振興課☎６１-１６３４

まちのわだい

10広報みなまた2014.6.1

　

水
俣
青
年
会
議
所
（
諌
山
智
和

理
事
長
）
は
５
月
10
日
、
も
や
い

館
で
防
災
事
業
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
地
域
の
防
災
・
消
防

団
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
参
加
、

市
役
所
防
災
担
当
者
か
ら
、
全
国

の
自
然
災
害
の
現
状
や
日
常
か
ら

で
き
る
防
災
の
備
え
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。
市
防
災
担
当
の

本
村
広
揮
主
査
は
、「
災
害
は
予

防
が
大
事
。
ま
ず
地
域
の
状
況
を

理
解
し
、
起
こ
り
う
る
災
害
を
想

像
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
対
策
を
考

え
る
こ
と
で
防
災
・
減
災
の
意
識

が
高
ま
る
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

防災・減災は「災」を知ることから
水俣青年会議所防災事業講演会

5/10
楽しく遊んで、ボールと友達に
熊本県キッズ・バスケットボールキャラバン

5/11

　

熊
本
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
は
５
月
11
日
、
水
一
小
体
育
館

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
小
学
３

年
生
以
下
の
子
ど
も
約
30
人
が
参

加
、
元
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
の

青
島
心
さ
ん
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ト

ラ
イ
ア
ン
ズ
）
か
ら
、
直
接
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
、
何
事
に
も
頑
張
る
こ
と
が
で

き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、

平
成
23
年
か
ら
県
内
を
巡
回
、
水

俣
で
は
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

バンド結成 20周年記念コンサート
フォレストモンキーバンド

5/3
郷
ご

中
じゅう

教育がサムライ精神を育む
水俣西南戦争史研究会  講演会

5/11

　

水
俣
芦
北
地
域
で
活
動
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
「
フ
ォ
レ
ス
ト
モ

ン
キ
ー
バ
ン
ド
」
が
結
成
20
周
年
を

迎
え
、
５
月
３
日
、
愛
林
館
で
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
の
柏
木
敏
治
さ

ん
（
袋
）
ら
５
人
。
ギ
タ
ー
や
バ
ン

ジ
ョ
ー
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
な
ど
の
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
に
、
地

元
な
ら
で
は
の
歌
詞
を
乗
せ
歌
声
を

届
け
ま
す
。「
バ
ン
ド
が
長
く
続
く

秘
訣
は
集
ま
れ
る
時
だ
け
練
習
す
る

な
ど
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
30
周

年
を
目
指
し
ま
す
」
と
今
後
の
活
動

に
も
注
目
が
集
ま
り
そ
う
で
す
。

　

水
俣
西
南
戦
争
史
研
究
会
は
５

月
11
日
、
市
公
民
館
で
「
郷
中
教
育

と
西
郷
精
神
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
の

西
郷
隆
文
さ
ん
（
鹿
児
島
県
日
置

市
）
が
、
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通

な
ど
を
育
ん
だ
、
薩
摩
独
自
の
青
少

年
教
育
法
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し

た
。
隆
文
さ
ん
は
「
昔
は
小
さ
い
頃

か
ら
人
と
し
て
の
道
を
徹
底
し
て

教
え
た
の
で
若
者
で
も
目
的
意
識

が
明
確
で
ぶ
れ
な
か
っ
た
。
知
識
優

先
の
現
代
で
は
大
人
に
な
っ
て
も

生
き
方
が
定
ま
ら
な
い
人
が
増
え

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。



知
的
障
が
い
者
巡
回
相
談

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

面
接
時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

会
場
の
都
合
上
、個
室
で
の
面
接

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
期
日　

８
月
６
日
㈬

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
３
階

■
対
象　

18
歳
以
上
の
知
的
障
が

い
者
・
家
族

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、必
要

性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

■
相
談
内
容　

①
療
育
手
帳
の
新
規
・
再
判
定

②
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
総
合

　

的
な
相
談

■
実
施
機
関　

県
福
祉
総
合
相
談
所

■
申
込
締
切
日　

６
月
30
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉

課
☎
６
１
・
１
６
５
０

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
日
時　

７
月
12
日
㈯　

８
時
30

分
〜

■
場
所　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
５
階
会
議
室

■
職
種
・
受
験
資
格　

下
表
参
照

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
な
ど
に
あ
て
は
ま

る
人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
試

験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
ま
で
の
流
れ　

申
込
書
請

求
↓
申
込
手
続
↓
受
験
票
交
付

↓
採
用
試
験
受
験

◆
申
込
書
請
求
に
つ
い
て

①
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
５
階
総
務
課
総
務
企
画
室
に

　

備
え
付
け
。

②
郵
便
請
求　

申
込
書
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒（
宛
先
明
記
、

　

１
４
０
円
切
手
貼
付
、
Ａ
４
サ

　

イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同
封
の

　

う
え
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

　

き
し
て
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

③
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案

　

内
、
受
験
申
込
書
、
受
験
票
を

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

◆
申
込
み
手
続
き
に
つ
い
て

■
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
、
受

験
票
（
必
要
事
項
を
記
入
し
た
も

の
）

①
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
５
階
総
務
課
総
務
企
画
室
に

　

提
出
。

②
郵
送
申
込　

受
験
票
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒（
宛
先
明
記
、

　

82
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
の
う

　

え
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

　

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
送

　

付
。

■
申
込
受
付
期
間　

６
月
２
日
㈪

〜
25
日
㈬
（
土
日
祝
日
除
く
）
の

８
時
15
分
〜
17
時
ま
で
（
12
時
〜

13
時
除
く
、
郵
送
は
最
終
日
消
印

有
効
）

◆
受
験
票
交
付
に
つ
い
て

①
直
接
来
院
申
込
し
た
場
合　

申

　

込
受
付
後
、
す
ぐ
に
受
験
票
を

　

渡
し
ま
す
。

②
郵
送
申
込
し
た
場
合　

６
月
27

　

日
㈮
ま
で
に
受
験
票
が
届
か
な
い

　

と
き
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
院
内
見
学　

事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。担
当
者
が
案
内
し
ま
す
。

■
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
７
ー
０
０
４
１　

水
俣

市
天
神
町
１
丁
目
２
番
１
号　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務

課
☎
６
３
・
２
１
０
１　

病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://
m
inam

ata-hp.jp/

個
人
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

均
等
割
の
引
き
上
げ

　

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
に

基
づ
き
、
特
例
と
し
て
個
人
住
民

税
の
均
等
割
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。　

 　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※
個
人
住
民
税
が
非
課
税
の
人
は

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
６
１
・

１
６
１
０

固
定
資
産
税
「
家
屋
調
査
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
は
、
平
成
26
年
中
に
新
築
・

増
築
し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
固
定
資
産
税
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
重
要
な
調
査
で

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
だ
調
査
に
伺
っ
て
い
な
い

家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
10
㎡

未
満
の
増
築
、
車
庫
や
倉
庫
な
ど

も
調
査
対
象
で
す
。
家
屋
を
取
り

壊
し
た
場
合
も
担
当
者
が
現
地
確

認
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
☎

６
１
・
１
６
２
０

平
成
26
年
度
「
労
働
保
険
」

年
度
更
新
を
お
忘
れ
な
く

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
い
て
、
１
人
で
も
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度

で
す
。
ま
だ
、
労
働
保
険
へ
の
加

入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業

主
の
皆
さ
ん
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

を
忘
れ
る
と
、「
国
」
が
保
険
料

を
決
定
し
、
追
徴
金
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
期
限
内
の

申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
申
告
・
納
付
の
期
間　
　

　

６
月
２
日
㈪
〜
７
月
10
日
㈭

◇
申
告
・
納
付
の
場
所　

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

　

室
、
労
働
基
準
監
督
署
、
日
本

　

銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
、

　

郵
便
局

◇
集
合
受
付
会
を
開
催
し
ま
す

　

６
月
27
日
㈮
か
ら
７
月
９
日
㈬

ま
で
、
県
内
各
地
で
集
合
受
付
会

を
開
催
し
ま
す
。「
労
働
保
険
概

算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
を
作

成
の
う
え
、
集
合
受
付
会
場
で
申

告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
水
俣
会
場
は
、
６
月
27
日
㈮
、

７
月
４
日
㈮
の
10
時
〜
15
時
、
も

や
い
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
☎

０
９
６
・
２
１
１
・
１
７
０
２

平
成
26
年
度
第
１
回
水
俣

市
教
育
支
援
相
談
会

　

平
成
27
年
度
の
就
学
に
向
け

て
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬
・

27
日
㈮　

９
時
〜
17
時

■
場
所　

市
公
民
館

■
対
象（
相
談
希
望
者
の
み
）　

○
平
成
27
年
度
小
中
学
校
就
学
予

定
者

○
各
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
て
、

学
習
状
況
や
学
校
生
活
な
ど
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
人 

な
ど

■
面
談
時
間　

１
人
30
分
程
度

■
申
込
方
法　

保
護
者
が
直
接
電

話
で
申
し
込
む
か
、通
園
・
通
学
し

て
い
る
幼
稚
園
、保
育
園
、小
中
学

校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総

務
課
☎
６
１
・
１
６
３
６

■特例（引き上げ）期間：平成 26年度～平成 35年度（10年間）
■引き上げ額：市・県民税ともに年額 500 円ずつ 税税福

祉
福
祉
福
祉

雇
用
雇
用
雇
用

市役所から
お知らせです防災行政無線の内容が聞き取れないときは、

☎６２－６２２２で内容確認できます（火災は☎６３－６６６６）

nformationＩ

均等割額
現　行

（25年度まで）
特例期間

（26年度～ 35年度）

市民税（年額） ３，０００円 ３，５００円

県民税（年額） １，５００円 ２，０００円

合　計 ４，５００円 ５，５００円

試
験
試
験
試
験

試験区分・職種 採用予定数 受　験　資　格 試験の内容

医
療
技
術
職

看護師 12人程度 昭和 49年４月２日以降に生まれ、看護師の免許を有する人、または看護学校・大学
などを卒業または卒業見込みで、平成 27年３月までに免許取得見込みの人

教養試験
看護師適性検査

助産師 若干名 昭和 49年４月２日以降に生まれ、助産師の免許を有する人、または看護学校・大学
などを卒業または卒業見込みで、平成 27年３月までに免許取得見込みの人

教養試験
看護師適性検査

薬剤師 若干名 昭和 54年４月２日以降に生まれ、薬剤師の免許を有する人、または大学を卒業また
は卒業見込みで、平成 27年３月までに免許取得見込みの人

教養試験
職場適応性検査

診療放射線技師 若干名 昭和 60年４月２日以降に生まれ、診療放射線技師の免許を有する人、または専門学
校・大学などを卒業または卒業見込みで、平成 27年３月までに免許取得見込みの人

教養試験
職場適応性検査

※上記職種のほか、９月に理学療法士・作業療法士・病院事務・診療情報管理士・施設管理技士の試験を予定しています。

教
育
教
育
教
育
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農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

７
月
19
日
に
任
期
が
満
了
す

る
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
を
、
７
月
６
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

　

立
候
補
届
け
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
準
備
の
都
合
上
、

出
席
人
数
を
６
月
11
日
㈬
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
13
日
㈮　

14
時
〜

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
３
階

■
問
い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
６
１
・
１
６
４
１

選
挙
人
名
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
26
年
６
月
１
日
現
在
で
選

挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
人
の
氏
名

な
ど
を
記
載
し
た
書
面
が
縦
覧
で

き
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は

３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
の
年

４
回
と
選
挙
が
あ
る
と
き
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
新
規
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、

次
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
前
回
登
録
後
６
月
１
日
ま
で
に

　

20
歳
に
な
っ
た
人
（
平
成
６
年

　

３
月
３
日
か
ら
平
成
６
年
６
月

　

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
３

　

カ
月
以
上
水
俣
市
に
住
所
が
あ

　

る
人
、
ま
た
は
前
回
登
録
後
３

　

月
１
日
ま
で
に
住
民
票
が
作
成

　

さ
れ
た
人

③
国
外
在
住
で
、
大
使
館
や
総
領

　

事
館
へ
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登

　

録
申
請
を
し
て
在
外
選
挙
人
証

　

の
交
付
を
受
け
た
人

■
縦
覧
期
間　

６
月
３
日
㈫
〜
７

日
㈯　

８
時
30
分
〜
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
７
日
㈯
は
、
市
役
所

１
階
当
直
室
） 

■
問
い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
６
１
・
１
６
４
１

　
市
議
会
６
月
定
例
会
は

６
月
２
日
㈪
開
会
で
す

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
中
継
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜
25
日
㈬

■
一
般
質
問　

６
月
17
日
㈫
〜
19

日
㈭　

９
時
30
分
〜

■
委
員
会　

６
月
20
日
㈮
・
23
日
㈪

■
場
所　

市
役
所
４
階
議
場

■
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局
☎

６
１
・
１
６
６
１

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

廃
棄
物
は
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
な
ど
の
廃
棄
物
を
決
め

ら
れ
た
方
法
以
外
で
捨
て
る
の
は
、

不
法
投
棄
で
す
。

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
廃
棄
物
処
理
法
）」

の
規
定
に
基
づ
き
処
罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
（
ま
た
は
両
方
）
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

　
「
こ
の
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
軽
率
な
気
持
ち
で
不
法
投
棄
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
不
法
投
棄

は
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
近

隣
住
民
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
ま

す
。
不
法
投
棄
で
他
人
に
損
害
を

与
え
た
場
合
、
不
法
行
為
と
し
て

損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
方

法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
定
期
的
に
不
法
投
棄

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
不
法
投
棄
の
情
報
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
対
応

し
、
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
厳
し

く
対
処
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル

都
市
推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
３

エ
イ
ズ
を
早
期
発
見
・
予
防
！

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
に
あ
わ

せ
て
、
無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
起
こ
る
病
気
が
、
エ
イ
ズ
で
す
。

感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏

期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早

期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と

で
、
発
病
を
予
防
し
た
り
、
遅

ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
人
へ
感
染
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
、
一
度
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
検
査
は
採
血
だ
け
で
、

短
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

■
日
時
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

　

６
月
３
日
㈫　

９
時
〜
17
時

　

６
月
５
日
㈭　

９
時
〜
19
時

■
場
所　

水
俣
保
健
所

※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
以
外
で

も
、
毎
週
木
曜
日
に
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
保
健

所
保
健
予
防
課
☎
６
３・４
１
０
４

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス（
Ｋ

Ｈ
Ｖ
）
病
に
警
戒
を
！

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、

Ｋ
Ｈ
Ｖ
（K

oi H
erpes V

irus

）

と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と

さ
れ
、
コ
イ
が
発
症
す
る
と
死
ぬ

確
率
が
非
常
に
高
い
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
は
、
感
染
し
た
コ
イ
と

の
接
触
や
生
育
す
る
水
を
介
し
て

感
染
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
水
温

13
度
か
ら
27
度
で
発
病
、
22
度
か

ら
27
度
で
死
ぬ
確
率
が
最
大
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
発
生
数
は
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
も
個
人

の
池
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
水
温
上
昇
期
に
向
け
警
戒

が
必
要
で
す
。

　

河
川
な
ど
で
衰
弱
ま
た
は
死
ん

で
い
る
コ
イ
を
発
見
し
た
と
き
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　

県
水
産
振
興
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
４
５
５

nformationＩ

選
挙
選
挙
選
挙

市役所から
お知らせです消防団員を募集しています！

応募・問い合わせは、総務課 防災危機管理室（☎６１-１６０４）まで

　　　　　　　毎日のように聞かれるの
　　　　　　　に、うまく答えられない
　　　　　　　質問がある。それは「日
　　　　　　　本とアメリカで違ってい
　　　　　　　てびっくりしたところは？」
　　　　　　　という質問だ。違うとこ
　　　　　　　ろは数え切れないほどあ
るので、急に聞かれても即答できないの
だが、それだけではない。結局、日本
とアメリカのことを比べ、日本の「違う」
ところを「間違っている」と

言い、上から目線の口調になってしまう。
先日、例の質問を大学生に聞かれ、失
礼な答え方をしてしまった。その前に大
学生活の話をしたので、「アメリカの大
学生の方がすごく忙しいよ。僕は大学の
頃、宿題が多くて、平日はもちろん週末
も遊ぶ暇はほとんどなくて、勉強もクラ
ブ活動も体を壊すぐらい必死にやってい
た。皆は図書館の受付など宿題をしな
がらできるバイトをし、常に勉強を優先
して、就活で授業を休むことはなかった。
日本の大学生は勉強に関心がないようで
びっくりした」というふうに尊大な口のき
き方をした。きっと相手は、僕が「アメ
リカの方が優れている」と主張している
と勘違いし、傷ついただろう。
日本に来たばかりの外国人が集まって話
をすると、「日本のここがすごい！」とい
うふうな感心ばかり。だが１、２カ月が
経つと、「日本人はなぜこうしているのか
分からない」と、超消極的。さまざまな
面で日本と自分の国を比べ、デメリット
と感じているところを偉そうに指摘しな

がら会話が弾むのだけれど、日本人のや
り方や考え方に対してまだ見えないメリ
ットがあることを忘れてしまっている。大
学ではなく、高校で勉強や部活に夢中だ
った日本人は、大学でも僕ら外国人が見
えない面で成長しているだろう。日本人
の科学者が大学の教育を受け、毎年のよ
うに画期的な技術を生み出しているので、
僕らは「ここが悪い」と言えないだろう。
だからといって、黙っていた方がいいと
いうわけではない。「間違っている」と言
っていることはただ「違う」だけで、そ
の違いを指摘することによって、相手が
当たり前だと思い込んでいたことを覆し、
考え方の幅が広がるのではないか。何も
言わなかったら、僕らが日本に来て、日
本人と交流する意味がないのではないか。
外国人に「日本とあなたの国はどこが違
う？」と聞くと、批判的になってしまうこ
とがある。でも僕は、傷つける気はなく、
「日本をさらによい国にしよう」という
つもりで言っているので、僕の話をおお
らかな気持ちで聞いてください。　

大漁
大漁

CIR国際交流員
エリックスミスの

エリック丸の
水俣航海記

る」と

ーVol.10ー

議
会
議
会
議
会

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

健
康
健
康
健
康

環
境
環
境
環
境
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◆
野
焼
き
と
は
？ 

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃

棄
物
（
ご
み
）
を
燃
や
す
こ
と
を

「
野
焼
き
」
と
い
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、「
廃
掃
法
」）」
で
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
野
焼
き
の
具
体
例
は
？

　

野
焼
き
に
該
当
す
る
の
は
、
地

面
で
直
接
焼
却
す
る
場
合
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・

素
掘
り
の
穴
・
法
で
定
め
ら
れ
た

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却

炉
で
の
焼
却
行
為
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。
一
般
家
庭
で
の
ご
み
の

焼
却
は
ほ
と
ん
ど
が
、
野
焼
き
に

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
野
焼
き
に
罰
則
は
あ
る
の
？ 

　

野
焼
き
を
し
た
人
に
は
５
年

以
下
の
懲
役
、
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は

両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

（
廃
掃
法
第
25
条
１
項
第
10
号
／

平
成
16
年
５
月
18
日
施
行
） 

◆
野
焼
き
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
？ 

　

野
焼
き
は
、
そ
の
煙
が
悪
臭

や
大
気
汚
染
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
）

の
原
因
と
な
る
た
め
、
周
辺
住
民

の
大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

野
焼
き
で
は
焼
却
温
度
が

２
０
０
度
〜
３
０
０
度
程
度
に

し
か
な
ら
な
い
た
め
、
燃
や
す
も

の
に
よ
っ
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
発
生
原
因
に
な
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

◆
野
焼
き
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら

　

れ
て
い
ま
す 

　

家
庭
ご
み
を
焼
却
し
て
い
る

と
い
う
連
絡
が
、
頻
繁
に
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。「
ビ
ニ
ー
ル
や

紙
く
ず
な
ど
を
燃
や
し
た
に
お

い
が
家
の
中
ま
で
入
っ
て
く
る
」

「
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
」「
煙
で
の

ど
が
痛
い
」
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

燃
や
す
人
は
、「
面
倒
く
さ
い
」

「
昔
か
ら
燃
や
し
て
き
た
か
ら
」

「
自
分
一
人
く
ら
い
な
ら
影
響
な

い
だ
ろ
う
」
な
ど
、
簡
単
に
考
え

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
「
煙
」
は
人
に
よ
っ
て
感
じ
方

が
違
い
ま
す
。
上
の
囲
み
枠
内
に

示
し
た
「
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る

場
合
」
で
あ
っ
て
も
、
周
囲
へ
の

配
慮
が
必
要
で
す
。
近
隣
住
民
に

事
前
に
周
知
し
た
後
で
、
で
き
る

だ
け
乾
燥
し
た
物
を
少
量
ず
つ

焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
燃
や
さ
ず
に
ご
み
を
処
分
す

　

る
方
法
は
？ 

　

廃
棄
物
の
種
類
に
応
じ
て
、

「
燃
や
す
ご
み
」「
資
源
ご
み
」「
粗

大
ご
み
」
と
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布

し
た
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
野
焼
き
の
「
許
可
」
は
で
き
ま

　

せ
ん 

　

市
役
所
に
「
野
焼
き
を
し
た

い
」
と
の
申
請
が
あ
り
ま
す
が
、

廃
掃
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

め
、
許
可
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
野
焼
き
の
苦
情
・
相
談
は
？ 

　

野
焼
き
に
よ
る
苦
情
・
相
談
を

行
う
人
は
、必
ず
野
焼
き
の
場
所
・

状
況
と
、
氏
名
・
連
絡
先
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
指
導
内
容
と
結
果

を
回
答
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

相
談
者
の
氏
名
な
ど
を
公
表
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

市
で
対
応
・
指
導
で
き
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
苦
情
や

相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
現
場

確
認
や
関
係
機
関
と
の
調
整
な

ど
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
回

答
に
２
週
間
以
上
の
期
間
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル

都
市
推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
３

家庭ごみなどを燃やす

　野焼きは法律で禁止されています！
　　　　　　　　　５年以下の懲役、１０００万円以下の罰金のいずれか、
　　　　　　　　　または両方が科せられます（廃掃法第 25条１項第 10号）

　　　　　
　　　　　　罰則

◆焼却が例外的に認められる場合◆ 
　　　（廃掃法第 16 条の２第３号、同施行令第 14 条） 

●国や地方自治体が施設管理を行うために必要な場合
　河川敷きの草焼き、道路そばの草焼き 
●災害の予防・応急対策・復旧のために必要な場合
　災害などの応急対策、火災予防訓練 
●風俗習慣上・宗教上の行事を行うために必要な場合
　正月の「どんどや・しめ縄・門松など」を焚

た

く行事 
●農業・林業・漁業でやむを得ず行われる廃棄物の焼却
　焼き畑、畔

あぜ

の草・下枝の焼却 
●たき火その他日常生活で通常行われる場合で軽微なもの
　落ち葉たき、キャンプファイヤー
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「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」へ

　

お
買
い
物
に
行
こ
う
♪

　

水
俣
の
ま
ち
に
、環
境
に
い
い
お
店

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る「
エ
コ
シ

ョ
ッ
プ
」が
、新
た
に
３
つ
増
え
た
ん

だ
っ
て
！   

今
日
は
そ
の
１
つ
の
お
店
、

も
じ
ょ
か
堂
さ
ん
を
紹
介
す
る
ね
♪

　
　
　
　

こ
ん
な
お
店
だ
っ
た
ら
、い

　
　
　
　

つ
の
間
に
か
エ
コ
な
お
買

　
　
　
　

い
物
が
で
き
る
ね
！

　

市
内
に
は
、新
し
く
認
定
さ
れ
た

「
も
じ
ょ
か
堂
」、「
天
の
製
茶
園　

和

紅
茶
工
房（
大
園
町
）」、「
Ｊ
Ａ
あ
し

き
た
東
部
か
っ
さ
い
市
場（
葛
渡
）」を

含
め
て
、水
光
社（
本
店
・
分
店
）や
エ

ム
ズ
シ
テ
ィ
、福
田
農
場
、愛
林
館
、ま

つ
ぼ
っ
く
り
、船
津
鮮
魚
店
な
ど
、全

部
で
14
の
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
よ
。

　

左
の
マ
ー
ク
を
目
印
に
、マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
っ
て
お
買
い
物
に
行
っ
て
み

よ
う
♪

※チャリぞ～は「環境のまちづくり」
   　のイメージキャラクターです。⑥

チヤ
リ
ぞ
〜
の

み
な
ま
た
探
検

「よいものをちょっとずつ」をコンセ
プトに、水俣の食材を中心に扱って
います。量り売りをしているので、そ
の日に食べる食材を１個から買えま
すよ。商品を入れる袋なども、新聞
紙で手づくりしています。

澤井さん
水俣市エコショップ認定
もじょか堂（大園町）

う
♪

【営業】 10時～18時、㈯・㈷は９時～17時
【休み】 日曜日　【電話】 ☎83-5004

お店の中は加工品や
新鮮野菜がたくさん！

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル
都
市

推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
２

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

     

　

愛
林
館
館
長
の
沢
畑
で
す
。

　

梅
雨
、水
俣
弁
な
ら「
な
が
し
」の

季
節
で
す
。新
緑
の
時
期
も
終
わ
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
は
、針
葉
樹
の
新
緑

の
時
期
。杉
も
檜
も
、冬
で
も
葉
が
あ

る
常
緑
樹
で
す
が
、新
し
い
葉
も
毎

年
出
る
の
で
す
。緑
と
銀
を
合
わ
せ

た
よ
う
な
新
緑
は
、と
て
も
き
れ
い

で
す
。

　

冬
で
も
葉
が
つ
い
て
い
る
木
に
は
、

椎
や
樫
や
楠
と
い
っ
た
広
葉
樹
も
あ

り
ま
す
が
、こ
ち
ら
は
落
ち
葉
の
季

節
の
終
わ
り
が
け
で
す
。銀
杏
や
も

み
じ
と
違
っ
て
地
味
で
す
ね
。

　

杉
や
檜
は
、伐
採
し
て
柱
や
板
と

し
て
利
用
す
る
た
め
に
植
え
ま
し
た
。

戦
後
、木
材
が
不
足
し
た
の
で
、国
は

植
林
を
推
進
し
ま
し
た
。水
俣
の
皆

さ
ん
は
頑
張
っ
て
杉
と
檜
を
い
っ
ぱ

い
植
え
ま
し
た
。急
斜
面
と
か
尾
根

の
上
と
か
、ち
ょ
っ
と
や
り
す
ぎ
た

か
な
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

で
も
、適
地
に
植
え
た
杉
と
檜
の

林
は
、し
っ
か
り
間
伐
す
れ
ば
、植
え

て
い
な
い
木
や
草
が
生
え
て
き
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、降
っ
た
雨
を
き
れ
い

に
し
て
蓄
え
た
り
、腐
葉
土
を
作
っ

た
り
、そ
の
土
が
流
れ
る
の
を
防
い

だ
り
、い
ろ
い
ろ
な
生
き
物（
草
も
木

も
虫
も
動
物
も
鳥
も
菌
も
）が
育
っ

た
り
、と
い
っ
た
森
の
め
ぐ
み
は
充

分
に
の
さ
り
ま
す
。自
然
の
森
と
変

わ
り
な
い
く
ら
い
で
す
。

　

久
木
野
に
は
、大
正
の
初
め
に
植

え
た
村
有
林
か
ら
始
ま
っ
た
分
収
林

組
合
が
あ
り
、檜
を
中
心
に
営
々
と

木
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

愛
林
館
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲

間
と
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
森
を

育
て
て
い
ま
す
。桜
を
た
く
さ
ん
植

え
よ
う
と
い
う
運
動
に
参
加
し
て
植

え
た
山
桜
は
、咲
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

水
俣
の
面
積
の
７
割
は
森
。皆
さ

ん
の
好
き
な
森
は
ど
こ
で
す
か
？

   ■
問
い
合
わ
せ　

愛
林
館
☎
６
９
・
０

４
８
５
／
市
農
林
水
産
振
興
課
☎
６

１
・
１
６
３
４

タナダからの
　　　手紙 ２

vol.3愛林館 20周年！

★「タナダからの手紙」は平成19年度にも連載

▲エコショップのマーク

シ
イ

カ
シ

ク
ス
ノ
キ

ギ
ン
ナ
ン
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「
第
59
回
恋
龍
祭
」参
加
者

大
募
集
！

　

第
59
回
恋
龍
祭
は
、７
月
20
日

㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
パ
レ
ー
ド
、市
民
総
お
ど

り
、七
夕
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参

加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

市
民
パ
レ
ー
ド
は
、大
人
の
参

加
や
仮
装
も
大
歓
迎
！ 

市
民
総

お
ど
り
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
り
付

け
や
衣
装
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

暑
い
夏
を
吹
き
飛
ば
す
、水
俣

の
祭
り
好
き
、集
ま
れ
！

■
申
込
締
切
日　

６
月
23
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

○
市
民
パ
レ
ー
ド　

市
商
工
観
光

　

振
興
課
内
パ
レ
ー
ド
部
会
事
務

　

局
☎
６
１
・
１
６
２
９

○
市
民
総
お
ど
り
・
七
夕
飾
り
コ

　

ン
テ
ス
ト　

水
俣
商
工
会
議
所

　

内
市
民
総
お
ど
り
部
会
事
務
局

　

☎
６
３
・
２
１
２
８

小
学
生
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集
！

　

国
際
交
流
員
の
エ
リ
ッ
ク
や
そ

の
仲
間
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
、楽
し
み
な
が
ら
、少
し

だ
け
英
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
24
日
㈭
〜
25
日
㈮

■
場
所　

霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

■
対
象　

団
体
行
動
の
で
き
る
市

内
小
学
校
の
４
〜
６
年
生

■
内
容　

英
語
の
ゲ
ー
ム
、創
作
、

乗
馬
体
験
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

（
予
定
）

■
参
加
料　

３
５
０
０
円（
本
人

ま
た
は
家
族
が
水
俣
国
際
交
流
協

会
員
の
場
合
は
２
千
円
）

■
定
員　

30
人
程
度

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、協
会
員

（
家
族
会
員
・
学
生
会
員
）を
優
先

し
、そ
の
後
抽
選
に
よ
り
選
考
し

ま
す
。

■
締
切
日　

６
月
16
日
㈪
必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
国

際
交
流
協
会
事
務
局（
市
企
画
課

内
）☎
６
１
・
１
６
０
６

無
田
湿
原
の
保
護
に
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い

　

市
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
無

田
湿
原
に
は
、
希
少
な
植
物
が
自

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
保
護
の
た

め
の
草
刈
り
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
気
持
ち
の
い
い
汗

を
流
し
、
環
境
保
護
に
ひ
と
役
買

っ
て
（
刈
っ
て
？
）
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

６
月
22
日
㈰　

９
時
〜

11
時
（
※
雨
天
中
止
）

■
場
所　

無
田
湿
原（
現
地
集
合
）

■
内
容　

ヨ
シ
刈
り
取
り
な
ど

■
装
備
・
持
参
品　

作
業
着
・
長

靴
・
鎌
・
軍
手
な
ど
作
業
に
必
要

な
道
具
、
水
筒
、
虫
よ
け
ス
プ
レ

ー
な
ど

■
申
込
方
法　

６
月
13
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
☎
６
１
・
１
６
３
９

総
合
体
育
館
児
童
プ
ー
ル

監
視
員
を
募
集
し
ま
す

　

期
間
や
勤
務
時
間
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。高
校
生
も
Ｏ
Ｋ
！ 

詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
間（
予
定
）

　

７
月
５
日
㈯
〜
７
月
６
日
㈰

　

７
月
12
日
㈯
〜
７
月
13
日
㈰

　

７
月
19
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈰　

※
開
始
日
は
変
更
の
可
能
性
あ
り
。

■
勤
務
時
間　

９
時
40
分
〜
17
時

10
分(

実
働
６
時
間
30
分
）

■
募
集
人
数　

４
人
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）

水
俣
市
振
興
公
社
事
務
局
☎

６
２
・
３
５
０
４　

コ
ス
モ
ス
祭
り
実
行
委
員
＆

コ
ス
モ
ス
会
会
員
を
募
集

　

10
月
５
日
㈰
に
開
催
予
定
の

中
尾
山
コ
ス
モ
ス
祭
り
に
向
け
て
、

コ
ス
モ
ス
の
育
成
、
祭
り
の
企
画

な
ど
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ス
モ
ス
園
や
コ
ス
モ
ス
祭
り

で
水
俣
を
訪
れ
る
人
を
、
少
し
で

も
増
や
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ　

中
尾
山
コ
ス
モ

ス
会
／
小
形
☎
０
９
０
・
２
５
８
５

・
０
１
８
３

水
俣
西
南
戦
争
史
研
究
会
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

西
南
戦
争
で
は
明
治
10
年
５
月

に
約
１
カ
月
間
、
深
川
を
中
心
に

激
し
い
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
水
俣
を
研
究
し
、
資
料
を
残

す
と
と
も
に
後
世
に
語
り
継
ぎ
、

観
光
資
源
と
し
て
一
緒
に
見
直
し

ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
西
南

戦
争
史
研
究
会
／
松
本
☎

０
９
０
・
２
７
１
３
・
３
９
７
３

【
有
料
広
告
】

◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　福祉推進室（障がい者支援）☎ 61ー1650
                           （子育て支援）☎ 61-1660
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市政策課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ
　お尋ねください

募  集 暮
ら
し
の

　

  
情
報

■基本がわかる！ハツ江の料理教室／高木ハツ江
■ 100％マネできる収納＆お片付け
■ななつ星 in九州の旅／桜井寛
■逆境を笑え／川崎宗則
■うまくなる！グラウンド・ゴルフ技術／朝井正教
■ 10倍速く覚えられる新・音読学習法／松井和義
■刑事の約束／薬丸岳
■髪結／佐伯泰英
■ 999ひきのきょうだいのおとうと／木村研
■くま！くま！くまだらけ／ルース・クラウス｠

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 ６月特設コーナー ■
「 この本よかっ！！」

「子どもの絵本大賞 in九州」の第７回受賞作が決定し
ました。九州の書店の児童書担当者が選んだ絵本大賞！
子どもたちの心をつかんではなさない、未来のロングセ
ラーになるイチオシ絵本をお届けします。

　  みな図書川柳
　　本を読み 気づけばすぐに 夜明け前 
 　　　　詠

よ

み人
びと

  柿本彩 さん  （22 歳・牧ノ内）

近人気の本！最

「環境絵本のススメ」
創作することは特別なことではない。
作家の本木洋子さんによる創作の手引き
や市民の創作作品、子どもたちの創作詩、
柳田邦男さんをはじめとした著名人の伝言
など、創作に関する知識や思いがつまった
１冊です。
※市立図書館、水俣病資料館で取り扱い（500 円）

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

図書館
に

いるよ！

図書館にもあります！
市立図書館の

「ひょっこりじぞう」
文／日高史人  絵／川崎のぼる

みな図書　日本一の読書のまちづくり

【
有
料
広
告
】

　　図書館イベント
　 　　6/14 ㈯  10:30 ～おはなし会
　 　　6/28 ㈯  11:00 ～おはなし会／ 13:30 ～童話教室

オススメオススメオススメ
みなまた環境絵本 ( 西日本新聞社刊）

「古どうぐ～るぐる」
文／赤城香織  絵／はらだゆうこ

★贈り物にどうぞ！

小冊子
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【
有
料
広
告
】

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
エ
コ
た
わ
し
」を
作
ろ
う
！

　

食
器
洗
い
は
も
ち
ろ
ん
、浴
室

の
鏡
や
蛇
口
の
が
ん
こ
な
く
も
り

取
り
ま
で
、家
中
の
そ
う
じ
に
使

え
る
洗
剤
い
ら
ず
の
万
能
た
わ
し

で
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
た
わ

し
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。初
心

者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時　

６
月
10
日
㈫　

13
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
費
）

■
定
員　

15
人
程
度（
要
申
込
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

総
合
体
育
館
水
中
運
動
教
室

「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
自
由

に
動
き
回
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
水

の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用
し
て

行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル
の
向

上
・
肥
満
解
消
を
目
的
と
し
た
有

酸
素
運
動
で
す
。

■
開
講
日
時（
60
分
間
）

　

昼
の
部
／
６
月
17
日
㈫　

13
時
〜

　

夜
の
部
／
６
月
18
日
㈬　

19
時
〜

■
定
員　

各
20
人

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
温
水
プ

ー
ル
使
用
料
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
参
品　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
総

合
体
育
館
☎
６
３
・
３
３
３
９

地
域
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

ど
ん
ど
ん
ル
ー
ム
６
月
の
行
事

　

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、子
ど
も
と
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
。予
約
が
必

要
で
す
。

■
開
催
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日

９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

水
俣
み
ど
り
保
育
園

■
６
月
の
行
事　

左
表
の
と
お
り

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
み

ど
り
保
育
園
内
・
ど
ん
ど
ん
ル

ー
ム
☎
６
２
・
１
５
３
４

訪
問
看
護
師
養
成
研
修(

リ

カ
レ
ン
ト
研
修)

　

医
療
の
動
向
や
訪
問
看
護
制
度
、

看
護
技
術
を
再
学
習
し
、訪
問
看

護
師
と
し
て
活
動
す
る
基
礎
を
学

ぶ
研
修
会
で
す
。希
望
者
に
は
、職

場
選
択
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬
・

11
日
㈮
・
12
日
㈯
・
14
日
㈪
・
15

日
㈫

■
場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

（
宇
城
市
）

※
14
日
㈪
の
み
、ラ
ポ
ー
ト
小
川

（
宇
城
市
）で
開
催

■
対
象　
一
時
現
役
を
退
い
た
看

護
職
の
人
で
職
場
復
帰
を
考
え
て

い
る
人

■
申
込
方
法　

専
用
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

九
州
看

護
福
祉
大
学
生
涯
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
６
８
・
７
５
・
１
８
０
０

（
内
線
１
５
２
３
） 

FAX
０
９
６
８
・

７
５
・
１
９
３
３ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.kyushu-ns.ac.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯
の
衛
生
週
間

無
料
歯
科
健
診
・
相
談

　

８
０
２
０
達
成
者
（
80
歳
で
自

分
の
歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る

人
）
に
は
、粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜
７
日
㈯

■
場
所　

伊
藤
歯
科
医
院
、
出
来

田
歯
科
医
院
、な
が
た
歯
科
医
院
、

み
の
だ
歯
科
医
院
、
深
水
歯
科
医

院
、
浮
池
歯
科
医
院

※
時
間
は
、
事
前
に

各
診
療
所
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

な
が
た
歯
科
医
院

☎
６
３
・
２
６
７
１

子
育
て
マ
マ
の
育
児
サ
ー
ク
ル

「
ほ
の
ぼ
の
」に
遊
び
に
来
て
ね

■
日
時　

第
１
・
３
月
曜
日　

10

時
〜
12
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
お
も
ち

ゃ
図
書
館（
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
場

所
が
か
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

原
永
☎
０
９
０
・

５
２
９
５
・
８
０
８
７

市
公
民
館「
市
民
教
室
」の

講
師
を
追
加
募
集
し
ま
す

　

講
師
が
講
座
の
企
画
、指
導
、運

営
を
行
い
ま
す
。内
容
は
自
由
で

す
が
、５
人
以
上
の
受
講
希
望
が

あ
っ
た
と
き
に
開
講
し
ま
す
。

■
対
象　

20
歳
以
上
の
個
人
ま
た

は
団
体（
資
格
・
経
験
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
）

※
次
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
応
募

で
き
ま
せ
ん

○
家
元
制
度
や
関
係
団
体
ま
た
は

　

組
織
へ
の
入
会
を
義
務
付
け
る

　

も
の

○
特
定
の
政
治
や
宗
教
活
動
、企

　

業
、職
業
の
宣
伝
を
す
る
も
の

○
営
利
目
的
の
も
の

○
高
額
な
教
材
費
な
ど
が
必
要
な

　

も
の

■
申
込
方
法　

市
公
民
館
で
配
布

し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
13
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
公
民

館
本
館
☎
６
３
・
８
４
０
２

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

10
月
生
を
募
集
中
！

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。
資
料
を

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
出
願
締
切
日　

８
月
31
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６
・
３
４
１

・
０
８
６
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp://w
w
w
.

ouj.ac.jp/

も
や
い
館「
初
心
者
陶
芸
教

室
」＆「
子
ど
も
陶
芸
教
室
」

　

陶
芸
の
基
本
を
学
ん
で
、好
き

な
も
の
を
焼
け
る
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
？

【
初
心
者
陶
芸
教
室
】

■
日
時　

７
月
〜
平
成
27
年
３

月
の
第
１
・
２
・
３
火
曜
日　

19

時
〜
21
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
工
作
室

■
参
加
料　

月
額
千
円（
道
具
が

必
要
な
人
は
粘
土
代
を
含
め
、初

回
の
み
３
３
０
０
円
）

■
対
象　

20
歳
以
上
の
人

■
定
員　

10
人
程
度

■
講
師　

ふ
る
里
窯　

古
里
博
久

さ
ん

【
子
ど
も
陶
芸
教
室
】

■
日
時　

７
月
〜
平
成
27
年
３

月
の
土
曜
日（
月
２
回
・
土
曜
授
業

の
日
を
除
く
）　

10
時
〜
12
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
工
作
室

■
参
加
料　

月
額
８
０
０
円（
材

料
費
含
む
）

■
対
象　

小
学
生

■
定
員　

10
人
程
度

■
講
師　

ふ
る
里
窯　

古
里
博
久

さ
ん

★
共
通
事
項

■
申
込
方
法　

電
話
で
、住
所
・
氏

名
・
年
齢（
小
学
生
は
学
校
名
と
学

年
も
）を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

も
や
い

館
☎
６
２
・
３
１
２
０

国
水
研
「
第
７
回
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
講
習
会
」

■
日
時　

７
月
５
日
㈯　

受
付

13
時
〜
、
開
会
13
時
30
分
〜

■
場
所　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

■
対
象　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
っ
て
い
る
医
師
、Ｐ
Ｔ
、Ｏ

Ｔ 

な
ど

■
定
員　

１
０
０
人

■
内
容　

講
演「
促
通
反
復
療
法 

〜
そ
の
後
の
進
歩
と
症
例
へ
の
適

用
〜
」、参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た

症
例
に
つ
い
て
の
討
論
・
指
導

■
講
師　

鹿
児
島
大
学
名
誉
教

授　

川
平
和
美
さ
ん

■
申
込
方
法　

①
氏
名
、
②
年

代
、
③
職
業
、
④
経
験
年
数
、

⑤
勤
務
先
、
⑥
症
例
提
示
の
可

否
を
明
記
し
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
25
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
立
水

俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
／
遠
山

☎
６
３
・
３
１
１
１ 

FAX
６
１
・
１
１

４
５ 

メ
ー
ル reha@

nim
d.go.jp

ピ
ア
ノ
と
五
弦
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

「
祈
り
の
音
」
コ
ン
サ
ー
ト

　

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
自

然
な
サ
ウ
ン
ド
で
、
ジ
ャ
ン
ル
や

世
代
を
超
え
て
人
々
の
心
を
打
ち

続
け
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
重
松
壮
一

郎
さ
ん
が
来
訪
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
７
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

ほ
っ
と
は
う
す

■
入
場
料　

前
売
り
千
円
、当
日

１
２
０
０
円（
学
生
以
下
無
料
）

■
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ　

ほ

っ
と
は
う
す
☎
６
２
・
８
０
８
０

【
有
料
広
告
】

催  し

開催日 内　容 時　間 対　象
４日㈬ ベビ＆ママヨガ １０：３０～ ０・１歳児親子
６日㈮ パン教室 １０：００～ 大人
10日㈫ 水彩画教室 １０：００～ 大人
13日㈮ 父の日製作 １０：0０～ どなたでも
17日㈫ 音楽広場 １０：３０～ どなたでも
19日㈭ お誕生会（３日前までに要予約） １０：３０～ ６月が誕生日の人
23日㈪ ベビーマッサージ １０：３０～ １カ月児以上
25日㈬ リラックスヨガ １０：３０～ 大人
27日㈮ 身体測定 ９：３０～ どなたでも

伝言板
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■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎

６
３
・
８
４
０
１

合
唱
団
み
な
ま
た
第
14
回

演
奏
会

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
収
納

対
策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

市
立
図
書
館
の
活
用
術
を

大
公
開
！

　

市
立
図
書
館
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
利
用
し
た
蔵
書
検
索
や

予
約
、
24
時
間
返
却
可
能
な
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
！

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

利
用
者
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
蔵
書

検
索
や
蔵
書
予
約
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
行
っ
て
い

る
特
設
展
示
の
本
も
、
リ
ス
ト
か

ら
簡
単
に
予
約
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス  http://

w
w
w
.m
inalib.jp

■
リ
ク
エ
ス
ト

　

読
み
た
い
本
が
市
立
図
書
館
に

な
い
と
き
は
、
購
入
す
る
か
他
の

図
書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
、
で
き

る
か
ぎ
り
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

※
受
付
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
を
１
台
設
置
し
て
い

ま
す
。

※
利
用
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
館
外
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　

市
立
図
書
館
以
外
で
も
、
本
の

返
却
が
で
き
ま
す
。

○
（資）
井
上
商
店
ロ
ー
ソ
ン
水
俣
桜

井
町
３
丁
目
店

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）」

無
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　

市
立
図
書
館
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、市
立
図
書
館
ロ
ビ
ー
で「
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）」
無

線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
般
開
放

し
て
い
ま
す
。

○
利
用
形
態　

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
機
能

の
つ
い
た
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
持
ち
込
み

利
用

合唱団みなまた（道上智団長）が４月26日、市文化会館で第 14 回演奏会を開催しまし
た。組曲「季節へのまなざし」や公募による小学生約 50 人との合唱、いろいろな世代
に向けたステージなどがあり、美しいハーモニーが会場を包みました。

ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ

く
り
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

ホ
タ
ル
が
住
め
る
よ
う
な
美
し
い

川
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
く
た

め
、
毎
年
「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
分

布
状
況
を
把
握
し
、
記
録
す
る
こ

と
で
、
環
境
保
全
の
指
標
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　

今
年
も
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
、
ホ
タ
ル
を
見
つ

け
た
人
は
マ
ッ
プ
の
作
成
（
見
つ

け
た
場
所
、
日
に
ち
の
記
入
）
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
設
置
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
設
置
期
間　

６
月
27
日
㈮
ご
ろ

ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル
都

市
推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
２

学
卒
求
人
説
明
会

  

平
成
27
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
を
対
象
と
す
る
求
人
説
明
会
を

開
き
ま
す
。

  

採
用
を
計
画
し
て
い
る
事
業
主

の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

６
月
11
日
㈬　

14
時
〜

■
場
所　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
３
Ｆ
大
会
議
室
Ａ
・
Ｂ

＊
求
人
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て

①
新
規
学
校
卒
業
者
用
の
求
人
票

　

は
一
般
の
求
人
票
と
異
な
り
ま

　

す
。
求
人
票
の
用
紙
は
説
明
会

　

終
了
時
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

②
求
人
の
申
し
込
み
は
、
事
業
主

　

か
採
用
事
務
担
当
者
で
、
採
用

　

条
件
な
ど
を
説
明
で
き
る
人
が

　

来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
求
人
申
込　

水

俣
公
共
職
業
安
定
所
☎
６
２
・
８

６
０
９

計
量
器
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る

計
量
器
は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年

に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
よ

う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
計
量
器
を
使
用
し
て
い
る

人
は
、
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

■
持
参
品　

計
量
器
（
質
量
計

な
ど
）、
手
数
料
（
１
台
当
た
り

５
０
０
円
〜
２
２
０
０
円
）

■
検
査
対
象
計
量
器

○
商
店
な
ど
の
商
品
売
買
用

○
病
院
、
薬
局
な
ど
の
調
剤
用

○
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
の

　

体
重
測
定
用

○
農
協
、
漁
協
な
ど
の
流
通
物
資

　

の
集
荷
用

○
宅
配
な
ど
運
送
業
者
な
ど
の
貨

　

物
運
賃
算
出
用

○
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
物
の

　

売
買
用

■
問
い
合
わ
せ　

㈳
熊
本
県
計
量

協
会
☎
０
９
６
・
３
６
７
・
７
８
１
６

／
熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総

務
管
理
部
計
量
検
定
グ
ル
ー
プ
☎

０
９
６
・
３
６
８
・
２
１
０
１

広
報
み
な
ま
た
７
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
６
月
13
日
㈮

　

広
報
み
な
ま
た
へ
の
お
知
ら
せ

記
事
掲
載
依
頼
は
、
市
役
所
３

階
総
務
課
広
報
の
受
付
簿
に
記
入

し
、
原
稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
方
に
居
住
す
る
人
な
ど
で
、
受

け
付
け
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
原
稿
締
切
日
を
過
ぎ

る
と
掲
載
の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広
報

担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５
／
FAX

６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

【
有
料
広
告
】

事情つぅ

話題満載

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税
（普通徴収分）

１期

６
月
30
日
㈪

６
月
27
日
㈮

検査日 時　間 場　　所

6月 10日㈫
  10:00 ～ 12:00  愛林館

  13:30 ～ 16:00  JA あしきた東部かっさい市場

6月 11日㈬
    9:30 ～ 11:30  湯の鶴温泉保健センター

  13:00 ～ 16:00  市立総合体育館

6月 12日㈭     9:00 ～ 16:00  市立総合体育館

6月 13日㈮     9:00 ～ 14:30  市立総合体育館

日時・場所

2223 広報みなまた2014.6.1広報みなまた2014.6.1

　雨上がりの木々の緑がより美しく輝く季節と
なりました。
　先日、ローズマラソンが1300人の参加者を集
め開催されました。アテネオリンピック金メダリス
トの野口みずきさんが招待選手として参加しま
した。野口さんは、とても小柄でキュートな方で、
10㎞コースの市民ランナーと一緒に、バラの花
が満開のエコパークを楽しそうに駆け抜けまし
た。私は、沿道のたくさんの応援のおかげで、な
んとか3㎞コースを完走できました。
　この日は、ローズフェスタ、高校ソフトボール九
州大会、深水杯テニス大会が同日開催で、エコ
パークはものすごい賑わいでした。ここは、公害
防止事業で水俣湾を埋め立てた場所です。14年
の歳月と485億円をかけ、東京ドーム12個分、58
ヘクタールの広大な運動公園に生まれ変わりま
した。私は、走りながらも、市民のいろんな思い
が詰まったこの地を、大切に使っていかなければ
いけないと改めて思いました。
　野口選手所属のシスメックス陸上競技部（兵
庫県）は、冬期合宿で阿蘇を訪れているそうです。
廣瀬監督のお話では、合宿の選定の条件は、①
陸上競技場がある事、②温泉があり身体のケア
ができる事、③温暖である事、④できれば、食事
がおいしい所だそうです。水俣は全部クリアでき
ます。「おもてなしの心で歓迎します。ぜひ、水俣
に合宿に来てください」とお願いしました。
　野口選手は、２年後開催のブラジル・リオのオ
リンピックを目指すそうです。近い将来、水俣で
ランニングする野口選手を見たいですね！

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　
「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長
西田 弘志

東奔西走
－３－

十八番は、村下孝蔵の「初恋」



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
62
ー
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
63
ー
１
１
１
１
へ
。

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

広
報
み
な
ま
た
　
2014年（

平
成
26年

）
 ６
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
１
　
☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

花 智

編 

集 

後 

記

▼
初
め
て
取
材
に
行
っ
た
と
き
の
写
真
を
、い
つ

も
手
帳
に
は
さ
ん
で
い
ま
す
。私
が
撮
っ
た
も
の

で
は
な
く
、私
が
写
っ
て
い
ま
す
。ど
う
し
よ
う

も
な
い
く
ら
い
途
方
に
暮
れ
た
顔
で
、か
な
り
笑

え
ま
す
。実
際
、右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、カ
メ
ラ

も
使
い
こ
な
せ
ず
、途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
こ
の
時
の
気
持
ち
が
今
に
つ
な
が
る
と
思

っ
て
、大
切
に
し
て
い
ま
す
▼
４
年
目
に
な
り
、

初
心
を
忘
れ
か
け
て
い
る
気
が
し
ま
す
。一
生
懸

命
な
気
持
ち
を
思
い
出
そ
う
と
写
真
を
取
り
出

し
て
み
る
の
で
す
が
、や
っ
ぱ
り
笑
え
ま
す
。

▼「
花
粉
症
？
」っ
て
聞
か
れ
ま
す
。マ
ス
ク
が
外

せ
な
い
の
で
皆
さ
ん
そ
う
思
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

風
邪
み
た
い
な
の
が
な
か
な
か
治
ら
ず
、こ
こ
何

カ
月
か
マ
ス
ク
の
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で

す
。マ
ス
ク
に
は
足
を
向
け
て
は
寝
れ
ま
せ
ん
。

最
初
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
、耳
が
切
れ
そ
う

に
痛
く
な
り
ま
し
た
。安
い
マ
ス
ク
で
し
た
。で

も
、風
邪
を
人
に
う
つ
す
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

少
し
高
い
、耳
ひ
も
が
ソ
フ
ト
な
ワ
イ
ド
幅
の
も

の
を
買
い
求
め
た
ら
、毎
日
で
も
全
然
痛
く
な
い

デ
ス
。今
は
、耳
ひ
も
ソ
フ
ト
オ
ン
リ
ー
で
す
。

【おことわり】　「水俣にこの人あり」、「ウチのペット自慢」は休載します。

フォトリポート絵日記風

ローズマラソンローズマラソン

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

こ
の
植
物
を
植
え
た
り
、

広
げ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

５月11日、エコパーク水俣周辺で開催されました。
県内外から昨年より約600人多い約1400人が
初夏の水俣を快走しました。

北
米
原
産
で
強
健
、「
特
定
外

来
生
物
」
に
指
定
。栽
培
、運

搬
、販
売
、野
外
に
放
つ
こ
と

な
ど
が
法
律
で
禁
止
。

【処理のしかた】　５月～７月頃に鮮やかな黄色の花をつけ
ます。種ができる前に、根から引き抜き、数日天日で乾燥させ
枯死させたあと、燃えるごみとして処分してください。

第2回みなまた第2回みなまた

エコパークをスタートする選手たち。ゲストラン
ナーには、アテネ五輪女子マラソン金メダリスト
の野口みずきさんも来てくれたよ！  すごーい！

魔女さんが２人☆ほうき
に乗っちゃうと反則だよ♪

海沿いを走れるコースってすてき☆
上り坂だけど、みんながんばって～！

みなまたレンジャーもそろって
ゴール。来年も参加してね～♥

野口選手がみんなにハイタッチしてくれたよ

手をつない
でゴールへ

Go～

とっても仲
良しだね ^

○^

24
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